
● 対談 涌井史郎氏×伊藤聡子氏「グリーンインフラとそれによってつくられるグリーンコミュニティ」

■ 第２回シンポジウムを開催いたしました！
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グリフラ便り

○ 令和3年3月9日に朝日健太郎 国土交通大臣政務官が、グリーンインフラ大賞「国土交通大臣賞」を
受賞した５つの取組みを表彰しました。

○シンポジウムでは、朝日政務官と受賞者との意見交換の様子を配信するとともに、グリーンインフラ
大賞受賞事例に関する取組のポイントや今後の展望などについて、ディスカッションを行いました。

● グリーンインフラ推進ディスカッション（プラットフォームの成果報告と今後の取組）

詳細はこちらから ▶ ▶ ▶ 「第２回シンポジウム」
（ https://gi-platform.com/activity/#symposium）

● 基調講演「ローカルから未来をつくる」 （ソトコト編集長 指出一正氏）

○ 日本には昔から自然をいなすという考え方や自然を単位としたコミュニ
ティがあった。自然を生活の中に据え直し、みんなのインフラとして、み
んなで手入れしていくことが大切である。

○ 社会資本と自然資本が重なるところに未来の伸びしろや新たなビジネスの
可能性があり、多くの会員が参加するプラットフォームに期待している。

プ ラ ッ ト フ ォ ー ム よ り

令和3年3月18日(木)～23日(火)にオンラインで第2回シンポジウムを開催しました。ご参加いただいた皆様
ありがとうございました！見逃した方は、今後動画を会員専用サイトに掲載しますのでぜひご覧ください。

● 第１回グリーンインフラ大賞「国土交通大臣賞」表彰式、事例紹介・ディスカッション

〇 ローカルで活躍する人物や取組についてご紹介いただくとともに、『地域
のことが大好きな人が集まり、自由な発想で考えることが多くの人を魅了
するアイデアにつながる。』や『目の前の地域課題だけでなく、その先に
ある本来の目的から今やるべきことを考える「バックキャスティング」が
重要』など、グリーンインフラを進める上での多くのヒントをいただきま
した。

○ 各部会の今年度の成果として、「グリーンインフラ事例集」、「グリーン
インフラ技術集」、「金融部会資料集」をとりまとめ、今後WEBサイトで公
開予定。

○ 来年度は、パートナーシップの構築や地域におけるグリーンインフラの実
装に力を入れていく！

「コウノトリ野生復帰」をシンボル
とした自然再生
(兵庫県豊岡市)

中間支援組織がつなぐ
狭山丘陵広域連携事業

(特定非営利活動法人 NPO birth)

Marunouchi Street Park 2020
（Marunouchi Street Park 実行委員会）

茨城県守谷市における官民連携による
戦略的グリーンインフラ推進プロジェクト

(もりやグリーンインフラ推進協議会)

仙台ふるさとの杜再生プロジェクト
（仙台市）

（仙台ふるさとの杜再生プロジェクト連絡会議）
オンライン表彰式



グリーンインフラ官民連携プラットフォーム事務局

・グローベン株式会社
・NPO法人GreenFields
・一般社団法人鋳田籠工法協会
・野村不動産ホールディングス株式会社
・日建設計総合研究所
・株式会社ユニマットリック
・一般社団法人ソーシャルグリーンデザイン協会
・株式会社エコテック

・山形県 小国町

● 新たな一号会員

● 新たな三号会員（民間企業、学術団体等）

TEL 03-6809-1781green-infra@soken.co.jp

グ リ フ ラ 便 り

新規登録

はこちらから

https://gi-platform.com/

プラットフォーム
専用サイトへ

随時会員募集！
登録無料！
団体でも
個人でも登録可！

今すぐ、
左記サイトから
登録を！！

○ 金融部会幹事の浦嶋裕子氏（MS&ADｲﾝｼｭｱﾗﾝ
ｽ ｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ、グリフラ便りNo.7
人物紹介掲載）が分科会長を務め、官民が
連携する具体的なグリーンインフラのプロ
ジェクトを想定し、その実現に向けてより
効率的・効果的に事業を進めるために必要
な官官・官民が連携したファイナンスの在
り方や、その他ハードルの解決策を検討。

○ 総合地球環境学研究所「Eco-DRR研究プロ
ジェクト」と連携し、検討を推進。

人物紹介

石川県立大学

生物資源環境学部環境科学科
准教授

上野 裕介
うえの ゆうすけ

出身：福岡県
A型

※グリーンインフラに携わる方々を毎月紹介します

博士号取得後、佐渡島でのトキの野生復帰プロジェクト

や国土交通省国土技術政策総合研究所での勤務を経て、

2017年から現職。自然共生型の持続可能な社会づくり

を目指し、グリーンインフラの研究や、能登SDGsラボな

ど自治体との実践に取組んでいます。

■ 2021年4月1日に金融部会、技術部会で分科会が設立されます！

プ ラ ッ ト フ ォ ー ム よ り

● グリーンインフラ実装に向けた多様なファイナンスを考える会【金融部会】

● 多主体協働型グリーンインフラの社会実装技術を学ぶ会【技術部会】

1060人･団体（2021年2月28日時点）

■ 一号会員 （都道府県及び市区町村）
■ 二号会員 （関係府省庁）
■ 三号会員 （民間企業、学術団体等）
■ 四号会員 （個人）

■ 会員情報

○ 技術部会幹事の上野裕介氏（石川県立大学、グリフラ便りNo.8人物紹介掲載）が分科会長を務め、
現場・実践・研究開発の各段階で活用可能な情報を提供することを目的に設立。

○ 会員などの不安や課題を、アンケートやヒアリングを実施し広く収集。ＧＩの先進事例を取材し、
実装上の課題・工夫・提案を収集し、実践的かつ専門的見地から整理し、事例集等を作成。

【ケーススタディ】
①都市型雨水流出抑制型まちづくり 、 ②雨水流出を配慮した大規模都市開発
③中山間地域流域分散型まちづくり 、 ④流域分散を配慮した都市農村交流施設

事業主体へのヒアリング
・自治体、自治体関係者
・都市開発希望者
・農村交流NPO 等

2次情報による調査
・既存の事業やファイナンスの方策 ・事業の効果
・具体化に向けた課題

省庁ファイナンス関係者等
へのヒアリング、検討
・課題解決の方策 等

多様なファイナンスの考え方にもとづくグリーンインフラ実装のポイント

取組の経緯
各段階別に参考となる
具体的なポイントを整理

取組の概要
前後の状況が
分かる写真・図面

段階別の
留意事項

留意事項
の概要

留意事項に対応する参考事例を掲載し、
ポイントとなる事項を分かりやすく解説

留意事項に関する具体的な取り組みの例示

行政

民間企業

市民団体

学校

多様な主体
事
例
を
知
り
た
い

工
夫
を
知
り
た
い

グリーンインフラの取組み事例集（イメージ） アイデア集（イメージ）

※令和3年1月より、二号会員の
記載方法を変更


